








要約:

ハイリスク新生児の発達評価法について、平成7年度おこなったプロトロールを見直し、

より完全なものを作成した。評価は脳障害の可能性のあるリスク因子、神経学的発達検査

結果、CT.MRI 超音波などの検査結果の 3 本柱より総合点により評価される。前回は正期

産評価プロトコール、早期産評価プロトコールに分けて評価したが、今回はこれを 1つと

し、点数の配分を訂正した。


